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中国語母語話者による「動詞+テイル」の習得に関
する事例研究 : コレスポンデンス分析による解析
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状態動詞＋動作の持続 5 3 1 9
状態動詞＋結果の状態 0 0 0 0
状態動詞＋パーフェクト 0 0 1 1
活動動詞＋動作の持続 7 14 22 43
活動動詞＋結果の状態 0 0 0 0
活動動詞＋パーフェクト 6 4 4 14
活動動詞＋習慣 0 0 2 2
達成動詞＋動作の持続 1 0 0 1
達成動詞＋パーフェクト 0 1 1 2
到達動詞＋動作の持続 6 12 0 18
到達動詞＋結果の状態 1 10 25 36
到達動詞＋パーフェクト 0 1 7 8
合計 26 45 63 134

